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地球温暖化は、人類をはじめ生物界に深刻な影響を与えることが指摘されています。温

暖化の要因については、私たちの生活や生産活動から大気中に放出される温室効果ガス（二

酸化炭素等）の増大によるものであると言われています。今後、温暖化によって海面の上

昇、砂漠化の進行などが予想され、自然の生態系や食料生産、水資源、衛生状態等に悪影

響を及ぼす恐れがあります。 

 ２００５年２月には、京都議定書が発効し、同年４月に「京都議定書目標達成計画」が

閣議決定され、地球温暖化防止に向けた具体的取り組みが緊急の課題となっています。 

本市においては、自ら率先して環境配慮活動を行うとともに、市民、事業者が積極的に

取り組めるように、支援を行って行きます。 

第４節 地球温暖化防止の取り組み －美しい地球を後世に－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．八王子における温暖化現象 

（１）最低気温と桜の開花状況 

地球規模での地球温暖化の影響と思われる現象は、私たちの身近にも現れています。 

年々、最低気温が上昇し、桜の開花時期も早まってきています。１８年度については、桜（ソ

メイヨシノ）の開花が平年より６日早くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）市民生活に係わる二酸化炭素(ＣＯ２)排出量 

八王子市民１人が１日に電気及び都市ガスを

使用することによって排出するＣＯ２は、昨年度

を下回りましたが、目標値には届いていません。 

地球温暖化を防止するためには、省エネルギ

ー対策に市民・事業者が自ら取り組む必要があ

ります。 

 

異常気象により、

洪水・渇水・干ば

つが増加します。 
 

 

最大で88cmの海

面上昇が予想さ

れています。 

 

動植物の絶滅など

生態系全体のバラ

ンスが崩れます。 

 

マラリアなどの熱

帯性の病気の被

害が広がります。 

 

穀物などの生産量

の低下を招き食糧

難になります。 

異 常 気 象 海 面 上 昇 生態系の変化 健 康 被 害 食 糧 危 機 

地 球 温 暖 化 に よ る さ ま ざ ま な 影 響 
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２．地球温暖化対策の具体的な取り組み 

 

（１）公共施設への対応 

市では、率先して環境に配慮していくため、環

境マネジメントシステム（「ＬＡＳ－Ｅ」、詳細は

７０ページ）を導入し、職員の意識の向上のため、

電気の使用量がひと目でわかる省エネナビを市

施設５ヶ所に設置したほか、年間を通して空調設

定温度を徹底し、夏にはノーネクタイ、ノー上着

のエコさわやかスタイルを実践しました。 

北野のあったかホールでは、６月にＣＯ２削減をねらった環境省のキャンペーンである「ブ

ラックイルミネーション２００６」に参加し、２時間のライトダウンを行いました。 

 また、清掃車両の新車購入の際には、低公害化を図るため、ＣＮＧ（圧縮天然ガス）車を購

入しました。１８年度においては、全清掃事業所で計６台購入し、１８年度末には、ＣＮＧ車

を円滑に稼動させるためのパッケージ型天然ガス急速充填装置を館清掃事業所内に設置しまし

た。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＣＮＧ（圧縮天然ガス）清掃車 

省エネナビ 

パッケージ型天然ガス急速充填装置

庁内の環境配慮行動の一例 
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（２）市民への支援 －高効率給湯器導入支援事業－  

本事業は、独立行政法人新エネルギー産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の補助事業として

実施されたものです。１７年度には、２２０世帯を対象に供給事業者主導型総合潜熱回収型ガ

ス給湯器の購入補助を東京ガス㈱との連携により行い、補助対象者の省エネルギー意識の高揚

を図りました。 

１８年度においては、設置した２２０世帯に対し、３回のアンケートを実施し、補助事業対

象者のエネルギー消費状況の分析等を行い、対象者にエネルギーの消費分析結果や省エネのア

ドバイスを行いました。 

 

（３）市民・事業者への啓発 

ア．省エネ国事業と「省エネ型家電拡大キャンペーン」の展開 

各家庭で地球温暖化防止のためにエネルギーを効率よく使う  

生活を実践するのが『はちおうじ省エネ国』です。 

省エネ国は、家庭を一つの国として、資源（エネルギー）を  

無駄にせず有効に使う「環境にやさしい生活」を実践していく  

ことを目標にしており、１８年度は３６世帯が取り組んでいます。 

エネルギー消費量を削減することは、地球温暖化の原因である

ＣＯ２の削減につながり、家計の負担も軽くします。 

また、消費者の省エネ意識を高め、省エネ型家電製品を省エネ

ラベル表示で選択を促すことで、省エネ製品の普及拡大を目指す

「省エネ型家電拡大キャンペーン」を展開しています。 

ラベルには、家電製品の省エネ性能を５段階で評価したもの  

と、省エネ基準達成率、年間消費電力量、また１０年間の目安と  

なる電気代と販売価格の合計額などが表示されています。 

首都圏八都県市が行った夏と冬の『省エネ型家電拡大キャンペ

ーン』において、市は積極的に参加し、啓発活動を行いました。 

 

イ．省エネ技術研修会の実施 

市民一人ひとりの省エネルギーの取り組みだけでなく、都内における業務産業部門の温室効

果ガス排出量の約６割を占める中小規模事業者の排出抑制を促進し、省エネルギーの取り組み

をしていただこうと、市内の中小規模事業者の経営者向け

に、設備改修などのコストをかけずに実施できる省エネル

ギー対策を促進するため、都と市及び東京都地球温暖化対

策推進ネットワークが連携して、省エネルギー対策に関す

る普及啓発として、「省エネルギー技術研修会」を実施し

ました。 

中小規模事業者への呼びかけには、八王子商工会議所の

協力を得て、１４事業者の方に参加いただきました。 

 

 

未来が選べる省エネラベル

省エネ技術研修会 
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ウ．環境マネジメントシステム「エコアクション２１」への取り組み 

エコアクション２１とは、環境マネジメントシステムの国際標準規格である ISO14001 規格を基

本としつつ、中小事業者でも環境への取り組みを効果的・効率的に行うことができる環境省が策定

した環境経営システムです。 

事業者の二酸化炭素、廃棄物、水使用量の削減を取り組み必須事項としており、省エネ、リサイ

クルなどを通じて、光熱水費、廃棄物処理費、原材料費等のコスト削減が図られるとともに、環境

への取り組みが評価されるというメリットがあります。 

二酸化炭素排出削減などに取り組む市内事業者の増加を目指すため、エコアクション２１認証取

得の取り組みを支援する「八王子市イニシャティブプログラム」を実施しました。このプログラム

に参加することで、具体的取り組み内容の把握ができ、効果的かつ効率的に環境経営に取り組めま

す。１８年度は、１０事業者が参加し、認証・登録を目指しています。 

なお、１７年度に、このプログラムに参加した事業者のうち、９社が認証取得しています。 

また、このプログラムに参加できない環境経営を目指す市内事業者も支援するため、エコアクシ

ョン２１認証取得支援アドバイザーを派遣しています。 

多くの市内事業者がエコアクション２１に取り組むことで、地域全体の二酸化炭素等の排出削減

を図り、環境経営の視点を持つ市内事業者とともに、環境自治体づくりを行っていきます。 

 

○：メリット　　　×：デメリット
エコアクション２１ ＩＳＯ１４００１

社内システム
（文書、体制等）

○簡易なシステムを要求 ×重いシステムを要求

○環境負荷削減が直接の要求
   事項である

×環境負荷削減は直接の要求
   事項ではない

○負荷・対策チェックリストあり ×リスト等なし
○商取引に有利 ○商取引に有利
×国際取引に通用しない ○国際取引に通用

○光熱水費などの削減大
×光熱水費などの策減小
（負荷削減は要求しないため）

○業務効率化による経費削減 ○業務効率化による経費削減
○審査、認証登録料安価 ×審査、認証登録料高価
○環境活動レポートの作成・公表 ×環境報告書なし
×認知度低 ○認知度高

環境

経済

社会

エコアクション２１とＩＳＯ１４００１の比較

EA21 ロゴマーク 

 

自治体イニシャティブプログラム 

事業者の方も熱心に取り組んでいます。 環境経営の証である 

 認証・登録証（見本） 


